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ている。しかし，主に進行中の動作，取り決めや計画をあらわすために，17 世紀から 19 世紀の日記・
書簡史料で使われ続けたことを実証的に論述している。 




 書き手はPepysが突出しているが，第4代Chesterfield伯爵 やRev. W. B. Stevensも使用している。こ
の語法は17世紀から18世紀の文法の一部だった可能性がある。本章は，seemの派生語が「ふりをする」
の意味を有する謎を解くだけでなく，アメリカ英語に本用法が存続している事実をも説明する。Elizabeth
朝時代に使われていたこの語法が新大陸に持ち込まれたと考えられる。 
第6章は，否定辞notが後続する現在分詞・動名詞の語法の歴史が扱われている。この語法は，現代に
おいても歴史的にも稀であるといわれているが，日記・書簡史料130冊，10種類の電子コーパス，OED2 
on CD-ROMの分析の結果，決して稀有ではなかったことが判明した。現在分詞と動名詞の否定の歴史再
考が必要であることを唱えている。 
 以上のように，5つの事例研究を通し，稀有な語法であると信じられてきた語法が実際には稀であると
は言えないことを指摘している。英語史研究においては，文学テキストと同様に非文学テキストも実態を
把握するための貴重な文献である。本論文は，英語史における新たな知見を得ることによって英語史実の
訂正を促し，英語史研究に一石を投じるもので，学位論文として高く評価できる。 
 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（文学）の学位を受ける十分な資格があるものと認める。 
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